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1. 短期海外調査とは

目的：
経済学の専門知識とともに、グローバル経済の現場感覚を備え、自ら世界の諸課題の
発見と解決に努め、優れたコニュミケーション能力を持って多様な国々の人々と対話
できるリーダーを育成することを目的としています。近年では、中国と欧州で海外調
査を行っており、2024年度の訪問先も中国と欧州を予定しています。※1

経済学部「グローバル・リーダーズ・プログラム」の一環として
行われるプログラムです。
GLPの詳細はホームページでご確認ください。https://www4.econ.hit-u.ac.jp/glp/

※1）中国、欧州どちらかを選んで参加してください。



1. 短期海外調査とは

本調査は「基礎ゼミナールA/B」と一体で運営します。基礎ゼミナールで、各自のテーマに
基づき事前準備を行い、渡航先で現地大学との研究発表会・討論会や現地企業訪問など調査
を進め、帰国後に中国と欧州それぞれ調査報告書（英文レポートを含む）を纏めます。※3

基礎ゼミナール A（2単位） 基礎ゼミナール B（2単位）

春・夏学期 秋・冬学期

本プログラムと連動した英語授業（2単位）
（受講希望者のみ）※2

全学部・全学年
参加可能です

※2）中国、欧州、それぞれに本プログラムと連動した英語授業があります。 （中国：資料７ページ/欧州：資料１０ページ参照)
※3）海外調査A/Bの成績報告および登録は翌学期以降となります。渡航時期により、当該年度の進学や卒業判定に含めることは

出来ませんので、ご注意ください。

本プログラムと連動した英語授業（2単位）
（受講希望者のみ）※2

海外調査 A（4単位）海外調査 B（中国）
（4単位）

海外調査 A（欧州）
（4単位）



2.【中国】短期海外調査について



2.【中国】短期海外調査とは

【過去の訪問都市】北京、上海

【大学交流事例】
北京：中国人民大学との討論交流会
上海：上海財経大学・華東師範大学との討論交流会や合同農村視察

【日系企業を含む現地企業や政府機関の中国事務所、領事館訪問等】
北京：＜2023年度＞日立能源(中国）有限会社、和僑会（中国で活動する日本人起業家の会）、自然恩恵（漢方）研究室

＜2019年度＞JICA、商務部国際発展合作研究所（CAITEC）、NEDO、JXTG、壱基金など。
上海：＜2023年度＞板谷工作室、上海領事館、上海万博中国館

＜2019年度＞上海社会科学院、板谷工作室、游仁堂など

◆ゼミの流れ◆

・各自テーマの設定、文献調査
・ゼミ内で発表・議論
・英語でのプレゼンテーション準備

春・夏学期 秋・冬学期

現地調査
（中国）
9泊10日

9月初旬

・現地調査のまとめ
・報告会実施
・報告書の作成

これら一連の調査活動等を通して、中国社会の変化、経済成長至上主義からの転換などを展望し、中
国の多様な社会について考察します。

※社会情勢等により渡航時期の変更、もしくは渡航中止となる可能性があります。



2.【中国】短期海外調査とは
◆本プログラムに連動する英語授業◆

・Conversation & discussion skills
・Basic presentation skills
・Academic research skills 
・Preparing & rehearsing the 

presentations for the study trip

Study trip 
to

China

Fall-WinterSpring-Summer

I look forward to seeing you all!               Yumi Saga

開講科目名：【春・夏】Introductory Seminar （SAGA Yumi）Ａ／【秋・冬】Introductory Seminar （SAGA Yumi）Ｂ

 An English seminar specially designed for the participants in the short-term study trip to China 
project. 

 【Spring-Summer】Learning conversation and presentation skills to prepare for the discussion 
sessions with Chinese students

 【Fall-Winter】 Learning academic research and writing skills to write individual papers to 
contribute to The Final Report published in March 2025

・APA style (Academic writing  
format)

・Clarity, unity, consistency in writing
・Grammar & punctuation
・Final paper writing



3.【欧州】短期海外調査について



3.【欧州】短期海外調査とは

【過去の訪問国】
2017年度：ベルギー・フランス
2018年度：ドイツ・フランス
2019年度：オランダ・ベルギー・フランス
2023年度：フランス・ドイツ（予定)

◆ゼミの流れ◆

・各自テーマの設定、文献調査
・日本語レポートの作成

春・夏学期 秋・冬学期

現地調査
（欧州）
10泊11日

1月下旬～2月上旬

・訪問地事前調査
・英語でプレゼンテーション準備
・ゼミ内で発表・議論
・英文報告書の作成準備

これら一連の調査活動等を通して、EU政治経済の現状、各国の経済や文化の特質に
ついての理解を深めるとともに、EUが成立した歴史的背景や意義を確認します。

※社会情勢等により渡航時期の変更、もしくは渡航中止となる可能性があります。

・報告書の作成
・報告会実施

【過去の訪問先例】
パリ第7大学（フランス）との討論交流会
ユトレヒト大学（オランダ）との討論会
マンハイム大学（ドイツ）との討論会
パリ・シテ大学（フランス）との討論会（2023年度予定)
ルール大学（ドイツ）との討論会(2023年度予定）
日系企業を含む現地企業やEU関連施設、文化遺産の見学 等



3.【欧州】短期海外調査とは

Mastering a foreign language is a long, but highly rewarding journey.
If you have taken an interest in our Global Leaders Program, you are
probably already moving along that very important path, and we want
to make sure you make significant progress. Our Special Seminar
classes include courses specifically designed to help you improve your
oral, presentational and academic writing skills in English. They will
also help you prepare for our Short-Term International Field Study
projects and rehearse the presentations you plan to make in front of
a foreign audience. We look to forward to seeing you – and seeing you
communicate better!

Milen Martchev

◆本プログラムに連動する英語授業◆

開講科目名：【春・夏】Special Seminar (Milen Martchev) A／【秋・冬】Special Seminar (Milen Martchev) B



4. 応募の手順



◆対象：全学年・全学部学生

◆参加要件：海外調査AorB（4単位）と連動する基礎ゼミナールA・B（各2単位）の
履修登録、および2024年度健康診断の受診

◆応募要領：2024年3月上旬に経済学部グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）
のウェブサイトに募集要項を掲載予定です。応募締切日（3月下旬）までに
応募書類を提出頂き、書類/面接選考を行います。詳細は3月上旬以降、下記
経済学部GLPサイトをご確認ください。
https://www4.econ.hit-u.ac.jp/glp/

◆募集人員：各10名程度

4. 応募の手順

応募方法や渡航についての詳細は、

短期海外調査説明会（3月中～下旬開催予定）
で案内予定です。説明会開催日時が確定次第、CELSで告知します。



5. よくある質問

Q3: 渡航時期はいつを予定していますか。
例年、中国は９月初旬、欧州は１月下旬の出発ですが、2023年度は２月下旬の出発予定となりました。
状況により渡航時期の変更、もしくは渡航中止となることもあります。
渡航中止となった場合にはオンライン形式で大学との討論会や企業訪問を実施する予定です。

Q1: 費用はどのくらいかかりますか。
旅費の一部に大学から補助が出ますが、旅費についての詳細はゼミ内でご説明する予定です。
（参考情報として、2023年度中国の渡航旅費は18万円程度、欧州の渡航旅費は55万円程度で、大学からの補助金や
奨学金を差し引くと、旅費の実質的な自己負担は中国で3割程度、欧州で約４割程度となりました。）大学基金から旅
費の2割の補助が出ますが、それ以外の奨学金や追加の補助金が支給されるかどうかについては年度ごとに変わります。
詳細については3月の説明会、もしくはゼミ内でご説明致します。
ただし、補助金は渡航後の支給となりますので、渡航前に一度、ご自身で旅行会社に全額お支払い頂くことになりま
す。また、旅費に加え、海外旅行保険料※、Wifiレンタル料、現地での飲食代がかかります。（※調査団共通の海外
旅行保険への加入を義務とします。クレジットカード付帯保険での調査参加は認められません。）

Q2: 海外調査のみの参加は可能ですか。
本プログラムは基礎ゼミナールと一体で運営いたしますので、海外調査のみの参加はできません。
ただし、海外渡航が困難な一部学生については、基礎ゼミナールのみの参加を認める場合があります。
また、自己都合による途中辞退は、やむを得ない事情を除いては原則として認めません。



お問合せ先：
経済学部 経済学研究科 グローバルオフィス 短期海外調査事務局

中国グループ：cn-research@econ.hit-u.ac.jp

欧州グループ：euro-research@econ.hit-u.ac.jp

３月中旬までに募集要項をGLP Webサイトに掲載しますので、詳細を確認の上ご応募
ください。
https://www4.econ.hit-u.ac.jp/glp/

また、GLP Webサイトには、過去の募集要項、短期海外調査報告書、短期海外調査報
告会での報告資料なども掲載されていますので、参考資料として是非ご覧ください。
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